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一期一会の出会い 

人と人との出会いは、一期一会だとよく言われます。一期一会とは、その瞬間が一生で

一度限りの機会であり、何度も会う機会のある人に対しても、常に「これが最後かもしれ

ない」と考え、その一瞬一瞬を大切にすべきということわざです。私は、古本との出会い

もまさに一期一会の出会いであると思っています。 

先日、図書室に『古本屋という仕事』（著者：澄田喜広）を配架しました。古本屋店主と

いう立場から、古本の魅力や店を経営する心構え、客側の心理などを分かりやすく綴って

おり、改めて古本屋の魅力は何だろうと考えさせられる１冊でした。 

私は、古本屋の最大の魅力こそ冒頭で紹介した「一期一会の出会い」のある場所である

と思っています。一般の書店では、基本的にどこの書店においても同じ本が複数冊、常に

陳列されています。私たちが書店に行く際、すでに購入したいと考えている目当ての本が

あり、その本を購入するために書店に向かうことが多いと思います。対して古本屋では、

同じ古本がいつも本棚にあるとは限りません。陳列されている古本は店によってさまざま

です。目当ての古本が、その古本屋には置いていないということも多いでしょう。しかし

古本屋では、たまたま目に入った 1 冊に心を惹かれることがあります。つまり「今日ここ

にきたから買うことができた１冊」に出会うことができるのです。そんな「偶然性」こそ

が古本屋の最大の魅力ではないでしょうか。 

私も古書組合等が定期的に開催する「古本まつり」にたびたび足を運びます。「古本まつ

り」は各地域の古書組合に加盟する古書店が一堂に会する古本市です。「古本まつり」と

は、「今回はどんな古本に出会えるのだろう」というワクワク感を楽しむイベントである

と思っています。この本が買いたいという明確な目的を持っていくことはありません。こ

の本が買いたいという明確な目的がある場合は、一般の書店に行った方がいいのは言うま

でもないでしょう。 

古本屋や「古本まつり」は、その日、その時間、その瞬間にしか

出会うことができない１冊と出会うことのできる場所であり機会で

す。そこには、一期一会と呼ぶにふさわしい出会いがあるのです。

そんな一期一会の出会いこそが、私たちの読書体験の幅を広げ、自

身の知識・関心を高める一助となり得るのです。 

町図書室においても、毎年秋に除籍した本の無償譲渡を行ってい

ます。そこでも、さまざまなジャンルの本を置いています。もしか

したらその中にも、皆さんの目にとまる本があるかもしれません。

古本屋や「古本まつり」、そして町図書室で、一期一会の出会いを見

つけてみてはいかがでしょうか。 

図 書 室 だ よ り 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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